
梅
花
の
宴
歌
群
と
序
文
お
よ
び
関
連
歌
群
の
テ
ク
ス
ト
分
析

―
も
し
く
は
散
文
と
し
て
の
『
萬
葉
集
』
と
そ
の
間
テ
ク
ス
ト
性
―

東
原
伸
明

『
萬
葉
集
』
は
漢
籍
の
引
用
の
織
物

は
じ
め
に
―

新
元
号
「
令
和
」
の
典
拠
と
し
て
、
日
本
古
典
の
『
萬
葉
集
』
は
一
躍
脚
光
を
浴

び
た
。
漢
籍

か
ら
和
書
（

）
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
、
我
々

（
中
国
古
典
）

日
本
古
典

は
従
来
と
は
異
な
る
点
に
い
く
つ
か
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

開
化
の
「
明
治
」
か
ら
「
平
成
」
ま
で
の
元
号
は
、
漢
籍
が
典
拠
で
あ
っ
た
た
め

に
「
漢
語
」
同
士
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
が

「
令
和
」
は

『
万
葉
集
』
と
い
う

、

、

日
本
古
典
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
で

「
漢
語
」
だ
け
で
は
な
く

「
漢
語
」
と
「
和
語

、

、

」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関

（
や
ま
と
こ
と
ば
）

し
て

マ
ス
コ
ミ
等
の
報
道
で
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い

そ
の
せ
い
か

令

、

。

「

和
」
の
政
府
の
海
外
向
け
の
公
式
見
解
は
「

」

BeautifulH
arm

ony
（
美
し
い
調
和
）

と
い
う
翻
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
と
ん
で
も
な
い
誤
訳
だ
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
ば

「
昭
和
」
と
「
令
和
」
と
は
響
き
の
上
で
も
よ
く
似
て
い
て
同
一

、

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る

「
昭
和
」
は
、

。

漢
籍
の
『
書
経
』
を
典
拠
と
し

「
百
姓
昭
明
、
協

和
萬
邦

百
姓
昭
明
に
し

、

二

一
。

-

ひ
や
く
せ
い
せ
う
め
い

て
、
萬
邦
を
協
和
す

「
漢
語
」
＋
「
漢
語
」
の
組
み
合
わ
せ
で
、
こ
こ
に
用
い
ら

」
。

ば
ん
ぱ
う

け

ふ

わ

れ
て
い
る
「
和

」
に
は
、
た
し
か
に
「

」
と
い
う
訳
語
も

（
わ

（
調
和

）

）

H
arm

ony

。

、「

」

。「

、

適
用
さ
れ
よ
う

し
か
し

令
和

は
ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
あ
る

初
春
令
月

。

、

」

、「

」

「

」

気
淑
風
和

初

春
の
令
月
に
し
て

気
淑
く
風

和

ぐ

は

漢
語

＋

和
語

し
よ
し
ゆ
ん

れ
い
げ
つ

よ

や
は
ら

の
組
み
合
わ
せ
で

「
か
ぜ

、
が
「
や
わ
ら
ぐ
」
の
意
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
和
語

、

」

の
「
や
わ
ら
ぐ
」
で
あ
っ
て
、
漢
語
の
「
わ
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
少
な
く
と

も
「
や
わ
ら
ぐ

・

や
わ
ら
ぎ
」
の
語
の
英
訳
に
は

「

（

」
は
な

」
「

、

）

H
arm

ony

調
和

い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
令
月
」
の
「
令
」
も

「
よ
い
つ
き
」
の
意
だ
が
、
こ
の

、

「

」

、

、

、

「

」

よ
い

は

縁
起
が
良
い

く
ら
い
の
意
味
合
い
だ
か
ら

こ
れ
に
も

Beautiful

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
ま
っ
た
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
「

」
は
、
と

Beautiful
H
arm

ony

ん
で
も
な
い
で
た
ら
め
に
も
等
し
い
誤
訳
で
あ
る
。
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
の
辞
書

的
な
一
般
的
な
意
味
で
翻
訳
す
る
こ
と
は
、
出
典
に
対
す
る
冒
瀆
で
あ
り
、
典
拠
に

鑑
み
て
『
萬
葉
集
』
の
文
脈
に
沿
っ
た
解
釈
に
よ
り
再
考
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
こ
と
は

「
明
治
」
か
ら
「
平
成
」
の
元
号

、

が
発
表
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
典
拠
・
出
典
と
な
る
も
の
は
ぼ
一
義
的
に
規

定
さ
れ
異
論
が
噴
出
す
る
よ
う
な
事
態
は
な
か
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
当
該
「
初
春

令
月
、
気
淑
風
和
」
と
い
う
部
分
の
典
拠
が
漢
籍
、
張

衡

の
「
帰
田

（
張
平
子
）

ち
よ
う
こ
う

の
賦

（

）
で
あ
り
、
ま
た
、
梅
花
の
序
文
の
大
枠
が
、
王
羲
之
の

」
『
文
選
』
巻
十
五

「
蘭
亭
の
序
」
に
よ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
典
拠
の
複
数
性
の
指
摘
も
な

さ
れ
て
お
り
、
し
て
み
る
と
漢
籍
か
ら
和
書
へ
の
転
換
は
、
和
書
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
『
萬
葉
集
』
そ
の
も
の
性
格
が
、
実
は
漢
籍
の
引
用
の
織
物
で
あ
る
と
い
う

事
実
が
、
こ
こ
に
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

意
味
生
成
の
自
覚
的
な
方
法
論

１
「
作
品
」
論
か
ら
「
テ
ク
ス
ト
」
論
へ

―

散
文
作
品
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
意
味
生
成
の
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
的
な
転
換
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
テ
ク
ス
ト
論
の
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。

思
想
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
に
よ
っ
て
移
入
さ
れ
た
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ仏

（

）
の
間
テ
ク
ス
ト
性
（

、

Julia
K
risteva

イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ

）
の
概
念
は

「
あ
ら
ゆ
る
テ
ク
ス
ト
（

）
は
、
そ
れ
以
前
に
存

intertextuality
text

、

在
す
る
テ
ク
ス
ト
（
＝

、

）
の
引
用
と
変
形
に
ほ
か
な
ら
な
い

（

典
拠

pretext

」

J

）
と
い
う
理
論
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
『
源

・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
『
セ
メ
イ
オ
チ
ケ
』

− 100 − − 101 −（一）



歴
史
社
会
に
実
存
し
た
大
伴
旅
人
（

）
と

「
帥
老
」
と
い
う
呼
称
で
こ
こ

著
者

、

に
記
さ
れ
て
い
る
人
物
（

）
と
は
、
一
応
別
の
存
在
と
し
て
区
別
し
て
お
く
必

作
者

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
ま
た
、
歴
史
社
会
に
実
存
し
た
作
家
大
伴
旅
人

そ
の
人
が
、
作
品
と
い
う
虚
構
の
作
物
の
世
界
の
中
に
姿
を
隠
す
た
め
の
、
韜
晦
す

と
う
か
い

る
た
め
の
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
萬
葉
集
』
と
い
う
文
学
作
品
の
中

に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
「
帥
老
」
は
、
あ
く
ま
で
も
紙
の
上
の
記
号
的
な
存
在
に
す

ぎ
な
い
。

天
平
二
年
（
七
三
〇
）
の
梅
花
の
宴
か
ら
二
〇
六
年
後
の
承
平
五
年
（
九
三
六
）

に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
散
文
文
学
の
『
土
左
日
記
』
に
お
い
て
、
歴
史
社
会
に
実

存
し
た
紀
貫
之
自
身
は
日
記
の
内
側
の
虚
構
世
界
の
中
で
は

「
我
」
と
い
う
一
人

、

称
で
自
己
を
綴
る
こ
と
は
な
か
っ
た

「
あ
る
人

・

翁

・

船
長
」
等
と
三
人
称

。

」
「

」
「

ふ
な
お
さ

で
称
呼
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
と
同
様
に
「
帥
老
」
の
呼
称
は
古
代
の
作
家
自
身

の
、
虚
構
へ
の
意
思
の
表
明
と
理
解
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る

。
む
ろ
ん
旅

（

）
1

人
と
貫
之
と
で
は
身
分
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
が
、
京
（

）
か
ら
任
国
に
派

み
や
こ

、

。

遣
さ
れ
た
律
令
官
人
と
し
て

両
者
は
同
じ
位
相
に
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う

も
う
少
し
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
小
稿
の
立
場
は
、
作
品
と
し
て
成
立
し
て
し
ま

っ
た
後
に
、
あ
く
ま
で
も
読
者
と
し
て
そ
の
作
物
と
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
テ
ク
ス

、

。

ト
と
し
て
の
意
味
の
生
成
を
自
覚
的
に
受
け
止
め
る
視
座
で
あ
り

方
法
論
で
あ
る

し
た
が
っ
て
作
品
そ
の
も
の
の
成
立
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
で
き
な
い

だ
か
ら

帥

。

「

老
」
の
正
体
が
、
仮
に
当
該
箇
所
の
ほ
ん
と
う
の
執
筆
者
が
歴
史
社
会
に
存
在
し
た

大
伴
旅
人
そ
の
人
で
は
な
く
て
、
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
山
上
憶
良
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
い
っ
こ
う
に
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
。

音
楽
的
な
比
喩
を
用
い
る
な
ら
ば
、
テ
ク
ス
ト
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
総
譜
の
よ
う

に
指
揮
者
の
解
釈
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
交
響
楽
が
奏
で
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

序
文
の
分
析
そ
の

「
蘭
亭
集
序
」
の
引
用

b

2

さ
て
、
当
該
序
文
は
王
羲
之
の
『
蘭
亭
集
序

（

）
を
典
拠
と
し

』

漢
詩
集
の
序
文

て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
契
沖
『
万
葉
代
匠
記

。
』
）

・
天
平
二
年
の
正
月
の
十
三
日
に
、
帥

老
の
宅
に
萃
ま
り
て
、
宴
会
を
申
ぶ
。

そ
ち
の
お
き
な

い
へ

あ
つ

の

・
永
和
九
年
、
歳
葵
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
、
会
稽
山
の
蘭
亭
に
会
す
。
禊
事
を
修

む
る
な
り
。
群
賢
畢
く
至
り
、
少
長
威
集
ま
る
。

蘭
亭
集
序

梅
花
序

／

漢
詩
集

倭
歌
集

／

永
和
九
年
、
歳
葵
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初

／

天
平
二
年
の
正
月
の
十
三
日

一
月
）

→

暮
春
（
三
月
）

→

初
春
（

会
稽
山
の
蘭
亭
に
会
す

／

帥
老
の
宅
に
萃
ま
り
て
、
宴
会
を
申
ぶ

→
田
園

→
大
宰
府
（
鄙
）

隠
棲
の
イ
メ
ー
ジ

群
賢
畢
く
至
り
、
少
長
威
集
ま
る

／

帥
配
下
の
在
九
州
地
方
官
人
た
ち

四
二
人

三
二
人

→

王
羲
之
を
含
む

→
旅
人
を
含
む

梅
花
の
宴
参
会
者
は
、
す
べ
て
都
の
官
人
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
い
ま
大

（

）

久
保
廣
行
の
研
究
か
ら
援
用
を
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
2

帥
、
大
弐
・
少
弐

大
宰
府
の
官
人
（

）

（
ⅰ
）

二
〇
人

筑
前
守
・
介
・
掾
・
目
（

）

（
ⅱ
）

四
人

豊
後
守
・
筑
後
守
・
笠
沙
弥

上
位
賓
客

（

）

（
ⅲ
）

三
人

壱
岐
守
・
目
、
対
馬
目
、
大
隅
目
、
薩
摩
目
（

）

（
ⅳ
）

五
人

序
文
の
分
析
そ
の

「
帰
田
賦
」
の
引
用

c

3

第
二
段
落
。
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歴
史
社
会
に
実
存
し
た
大
伴
旅
人
（

）
と

「
帥
老
」
と
い
う
呼
称
で
こ
こ

著
者

、

に
記
さ
れ
て
い
る
人
物
（

）
と
は
、
一
応
別
の
存
在
と
し
て
区
別
し
て
お
く
必

作
者

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
ま
た
、
歴
史
社
会
に
実
存
し
た
作
家
大
伴
旅
人

そ
の
人
が
、
作
品
と
い
う
虚
構
の
作
物
の
世
界
の
中
に
姿
を
隠
す
た
め
の
、
韜
晦
す

と
う
か
い

る
た
め
の
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
萬
葉
集
』
と
い
う
文
学
作
品
の
中

に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
「
帥
老
」
は
、
あ
く
ま
で
も
紙
の
上
の
記
号
的
な
存
在
に
す

ぎ
な
い
。

天
平
二
年
（
七
三
〇
）
の
梅
花
の
宴
か
ら
二
〇
六
年
後
の
承
平
五
年
（
九
三
六
）

に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
散
文
文
学
の
『
土
左
日
記
』
に
お
い
て
、
歴
史
社
会
に
実

存
し
た
紀
貫
之
自
身
は
日
記
の
内
側
の
虚
構
世
界
の
中
で
は

「
我
」
と
い
う
一
人

、

称
で
自
己
を
綴
る
こ
と
は
な
か
っ
た

「
あ
る
人

・

翁

・

船
長
」
等
と
三
人
称

。

」
「

」
「

ふ
な
お
さ

で
称
呼
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
と
同
様
に
「
帥
老
」
の
呼
称
は
古
代
の
作
家
自
身

の
、
虚
構
へ
の
意
思
の
表
明
と
理
解
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る

。
む
ろ
ん
旅

（

）
1

人
と
貫
之
と
で
は
身
分
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
が
、
京
（

）
か
ら
任
国
に
派

み
や
こ

、

。

遣
さ
れ
た
律
令
官
人
と
し
て

両
者
は
同
じ
位
相
に
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う

も
う
少
し
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
小
稿
の
立
場
は
、
作
品
と
し
て
成
立
し
て
し
ま

っ
た
後
に
、
あ
く
ま
で
も
読
者
と
し
て
そ
の
作
物
と
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
テ
ク
ス

、

。

ト
と
し
て
の
意
味
の
生
成
を
自
覚
的
に
受
け
止
め
る
視
座
で
あ
り

方
法
論
で
あ
る

し
た
が
っ
て
作
品
そ
の
も
の
の
成
立
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
で
き
な
い

だ
か
ら

帥

。

「

老
」
の
正
体
が
、
仮
に
当
該
箇
所
の
ほ
ん
と
う
の
執
筆
者
が
歴
史
社
会
に
存
在
し
た

大
伴
旅
人
そ
の
人
で
は
な
く
て
、
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
山
上
憶
良
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
い
っ
こ
う
に
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
。

音
楽
的
な
比
喩
を
用
い
る
な
ら
ば
、
テ
ク
ス
ト
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
総
譜
の
よ
う

に
指
揮
者
の
解
釈
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
交
響
楽
が
奏
で
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

序
文
の
分
析
そ
の

「
蘭
亭
集
序
」
の
引
用

b

2

さ
て
、
当
該
序
文
は
王
羲
之
の
『
蘭
亭
集
序

（

）
を
典
拠
と
し

』

漢
詩
集
の
序
文

て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
契
沖
『
万
葉
代
匠
記

。
』
）

・
天
平
二
年
の
正
月
の
十
三
日
に
、
帥

老
の
宅
に
萃
ま
り
て
、
宴
会
を
申
ぶ
。

そ
ち
の
お
き
な

い
へ

あ
つ

の

・
永
和
九
年
、
歳
葵
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
、
会
稽
山
の
蘭
亭
に
会
す
。
禊
事
を
修

む
る
な
り
。
群
賢
畢
く
至
り
、
少
長
威
集
ま
る
。

蘭
亭
集
序

梅
花
序

／

漢
詩
集

倭
歌
集

／

永
和
九
年
、
歳
葵
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初

／

天
平
二
年
の
正
月
の
十
三
日

一
月
）

→

暮
春
（
三
月
）

→

初
春
（

会
稽
山
の
蘭
亭
に
会
す

／

帥
老
の
宅
に
萃
ま
り
て
、
宴
会
を
申
ぶ

→
田
園

→
大
宰
府
（
鄙
）

隠
棲
の
イ
メ
ー
ジ

群
賢
畢
く
至
り
、
少
長
威
集
ま
る

／

帥
配
下
の
在
九
州
地
方
官
人
た
ち

四
二
人

三
二
人

→

王
羲
之
を
含
む

→
旅
人
を
含
む

梅
花
の
宴
参
会
者
は
、
す
べ
て
都
の
官
人
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
い
ま
大

（

）

久
保
廣
行
の
研
究
か
ら
援
用
を
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
2

帥
、
大
弐
・
少
弐

大
宰
府
の
官
人
（

）

（
ⅰ
）

二
〇
人

筑
前
守
・
介
・
掾
・
目
（

）

（
ⅱ
）

四
人

豊
後
守
・
筑
後
守
・
笠
沙
弥

上
位
賓
客

（

）

（
ⅲ
）

三
人

壱
岐
守
・
目
、
対
馬
目
、
大
隅
目
、
薩
摩
目
（

）

（
ⅳ
）

五
人

序
文
の
分
析
そ
の

「
帰
田
賦
」
の
引
用

c

3

第
二
段
落
。
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遊
び
で
あ
り
、
自
然
の
趣
へ
の
関
心
に
も
と
づ
く
。
そ
の
意
味
で
は
張
衡
の
態
度
と

等
し
い
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
」
と
説
く
。
さ
ら
に
辰
巳
は

「
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の

、

花
宴
が
官
（

）
と
い
う
世
俗
か
ら
離
れ
て
梅
花
を
愛
で
る
と
い
う
風
雅
を
楽
し
む

公

か
ん

こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
奈
良
朝
知
識
人
が
示
し
た
新
た
な
遊
び
の
態
度
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
張
衡
や
王
羲
之
な
ど
の
自
由
な
精
神
に
連
な
る
中
に

存
在
し
た
の
で
あ
る

と
い
う
指
摘
を
し
て
い
た
。

」（

）
6

対
し
て
村
田
右
富
実
は

「
旅
人
が
「
梅
花
歌
の
序
」
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
そ

、

の
全
体
の
枠
組
み
の
典
拠
と
し
た
の
は

「
蘭
亭
序
」
で
あ
り

「
令
和
」
を
含
む
く

、

、

だ
り
の
直
接
的
典
拠
は
「
帰
田
賦
」
で
あ
っ
た

（

）
と
す
る

。
た
だ

」

八
三
頁

（

）
7

し
、
村
田
の
読
み
は
ど
こ
ま
で
も
典
拠
（

）
の
次
元
に
踏
み
留
ま

＝
プ
レ
テ
ク
ス
ト

り
、
当
該
「
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
」
と
い
う
記
号
表
現
じ
た
い
も
、
単
な
る
「
文

飾
」
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
改
元
の
「

令
和
」
が
な

「

一

け
れ
ば

「
帰
田
賦
」
は
「
梅
花
歌
の
序
」
を
彩
る
典
拠
の
一
つ
で
し
か
な
い

（

、

」

）
の
だ
と
。
村
田
の
持
論
で
は
典
拠
の
多
く
は
奈
良
時
代
の
歌
人
の
教
養
な

一
一
頁

の
で
あ
っ
て

「
現
代
人
の
眼
か
ら
す
れ
ば
「
知
識
の
ひ
け
ら
か
し

「
パ
ッ
チ
ワ

、

」
、

ー
ク
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
と

「
オ
マ
ー
ジ
ュ

「
リ
ス
ペ
ク
ト
」
と
い

、

」
、

っ
た
プ
ラ
ス
の
評
価
に
分
れ
る
だ
ろ
う

（

）
と
い
う
。

」

一
一
五
頁

「
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
」
を
、
村
田
が
説
く
よ
う
な
単
な
る
文
飾
の
レ
ヴ
ェ
ル

に
留
め
置
い
た
解
釈
の
ま
ま
で
、
果
た
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か

「
仲
春
令
月
、
時

。

和
気
清
」
と
い
う
表

示

意
に
対
し
て
、
端
的
に
含

意
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
な

デ
ノ
テ
ー
シ
ヨ
ン

コ
ノ
テ
ー
シ
ヨ
ン

の
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
の
努
力
を
放
棄
す
べ
き
で
は
な
い
。
新
た
な
読
み
を

模
索
す
る
、
読
み
の
挑
戦
を
諦
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
帰
田
賦
」
は
、

遊

都
邑

以
永
久
、
無

明
略
以
佐

時
。

二

一

二

一
レ

都
に
遊
び
て
以
て
永
久
な
る
も
、
明
略
の
以
て
時
を
佐
く
る
無
し

（
私
は
都
に
出
て
か
ら
、
す
で
に
長
く
な
る
が
、
時
の
君
主
を
助
け
る
ほ
ど
の
優

れ
た
政
策
を
抱
い
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
…
）

（
新
釈
漢
文
大
系
題

巻

文
選
（
賦
篇
）
下

明
治
書
院
）

81

と
い
う
一
文
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
て
い
る
。
李
善
は
、

張
衡
仕
へ
て
志
を
得
ず
、
田
に
帰
ら
ん
と
欲
す
。
因
り
て
此
の
賦
を
作
る
。

と
注
し
、
そ
れ
以
来
「
帰
田
」
の
解
釈
は
、

官
を
辞
し
て
故
郷
の
田
園
に
帰
る

意
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
「
梅
花
歌
の
序
」
に
重
ね
合
わ
せ
て
読
む
こ

と
は
、
た
し
か
に
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
「
帰
田
賦
」
を
引
用
と
し
て
理
解

す
る
た
め
に
は
、
も
う
ひ
と
捻
り
し
た
解
釈
が
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
ち

が
い
な
い
。
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず
保
留
に
し
て
回
答
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

序
文
の
分
析
そ
の

四
六
駢
儷
体
的
な
「
対
句
」
の
構
成
の
意
味
と
そ
の
思
考

d

4

「
梅
花
歌
の
序
」
の
分
析
を
続
け
よ
う
。
第
二
段
落
の
「
令
和
」
の
後
は
、
次
々

と
「
対
句
」
を
も
っ
た
構
成
と
し
て
綴
ら
れ
て
行
く
。
す
な
わ
ち
、

梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
く
、
／
蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら
す
。

け
い
ぜ
ん

ふ
ん

ひ
ら

ら
ん

は

い

ご

か
う

く
ゆ

「
梅
は
…
」
と
「
蘭
は
…
」
と
は
対
句
で
あ
る
。
第
三
段
落
の
「
し
か
の
み
に
あ
ら

ら
ん

ず

」
に
続
く
、

、
曙

の
嶺
に
雲
移
り
、
松
は

羅

を
掛
け
て

蓋

を

傾

く
、

あ
し
た

み
ね

う
す
も
の

き
ぬ
が
さ

か
た
ぶ

夕

の
岫
に
霧
結
び
、
鳥
は

穀

に
封
ぢ
ら
え
て
林
に
迷
ふ
。

ゆ
ふ
へ

く
き

う
す
も
の

と

ま
と

も
「
対
句
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

庭
に
は
新
蝶
舞
ひ
、
／
空
に
は
故
雁
帰
る
。

し
ん
て
う

こ

が

ん

も
「
対
句

。
そ
し
て
、
第
四
段
落
、

」

こ
こ
に
、
天
を
蓋
に
し
地
を

坐

に
し
、
／
膝
を

促

け

觴

を
飛
ば
す
。

あ
め

や
ね

つ
ち

し
き
ゐ

ひ
ざ

ち
か
づ

さ
か
づ
き

も
「
対
句
」
で
あ
る
。
ま
た
、

言
を
一
室
の
裏
に
忘
れ
、
／
衿
を
煙
霞
の
外
に
開
く
。

う
ち

き
ん

え

ん

か

そ
と

も
「
対
句
」
で
あ
り
、
最
後
の
、
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・
時
に
、
初

春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風

和

ぐ
。

し
よ
し
ゆ
ん

れ
い
げ
つ

よ

や
わ
ら

於
是
、
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
。

（
是
に
、
仲

春
の
令
月
に
し
て
、
時
和
し
、
気
清
し
「
帰
田
賦

）」

ち
ゆ
う
し
ゆ
ん

れ
い
げ
つ

と
き

わ

き

き
よ

于
時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。

（
時
に
、
初

春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風

和

ぐ

「
梅
花
序

）」

し
よ
し
ゆ
ん

れ
い
げ
つ

き

よ

か
ぜ
や
わ
ら

（

、

）

（

、

）

（

、

）

暮
春

／
仲
春

／
初
春

三
月

蘭
亭
集
序

二
月

帰
田
賦

一
月

梅
花
序

「
帰
田
賦
」

「
蘭
亭
集
序
」

こ
の
よ
う
に
並
べ
て
み
る
と
、
先
行
す
る

が
二
月
、

が
三
月
な
の
で
、
当
該
「
梅
花
序
」
は
、
残
り
の
一
月
に
開
催
す
る
し
か
仕
方
な
か

っ
た
の
だ
と
も
い
え
る
の
だ
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
時
期
の
梅
の
開
花
の
状
況
を
鑑

み
た
場
合
に
、
木
下
正
俊
も
指
摘
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
梅
花
の
歌
群
が
満
開

か
ら
散
る
梅
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
の
不
可
解
さ
を
花
の
開
化
時
期
か
ら
捉
え
て
み
た

（

）

時
ど
う
考
え
て
も
不
自
然
さ
が
と
も
な
う
か
ら
で
あ
る
。
3

陰
暦
の
一
月
十
五
日
は
、
太
陽
暦
で
は
二
月
の
八
日
頃
に
相
当
す
る
と
い
う
。
大

宰
府
天
満
宮
の
梅
の
開
花
は
、
今
日
で
も
三
月
の
上
旬
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
素
朴
に

実
景
を
写
生
し
歌
を
詠
じ
た
も
の
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。

た
と
え
ば
伊
藤
博
は

「
五
分
咲
き
程
度
の
花
を
見
て
満
開
を
幻
想
す
る
こ
と
は

、

文
学
の
世
界
で
は
い
く
ら
で
も
あ
る

と
い
う

「
歌
々
に
は
柳
や
鴬
や
雪
や

」

。

（

）
4

竹
が
多
く
登
場
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
部
分
は
見
立
て
で
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
実

景
で
は
な
く
、
虚
構
の
幻
想
的
な
風
景
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

さ
て

「
令
」
と
「
和
」
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
新
元
号
「
令
和
」
の
典
拠
と
も

、

な
っ
た
「
帰
田
賦
」
を
典
拠
と
し
て
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、
契
沖
の
『
万
葉
代
匠

記

初
稿
本
』
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
厳
密
に
は
契
沖
単
独
の
考
え
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
の
確
証
は
な
く
、
あ
る
い
は
師
の
下
河
辺
長
流
の
説
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
長
流
＝
契
沖
説
と
す
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
承

け
、
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考

、
金
子
元
臣
『
万
葉
集
評
釈

、
そ
し
て
澤
瀉
久
孝

』

』

『
万
葉
集
通
釈
』
に
至
っ
て
「
文
選
（
十
五
）
張
平
子
の
「
帰
田
賦
」
に
「
於
是
仲

春
令
月
、
時
和
気
清
」
と
あ
り
。
注
に
「
儀
礼
曰
令
月
吉
日
、
鄭
玄
曰
令
善
也
」
と

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』
も
「

令
月
」
は
善
き
月
。
こ
こ
は
正
月
を

「

ほ
め
て
い
っ
た
も
の

『
文
選
』
巻
十
五
帰
田
賦
に
も
「
是
二
仲
春
ノ
令
月
」
ニ
シ

。

テ
、
時
和
カ
ニ
気
清
メ
リ

（
於
是
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
）
と
あ
る
」
と
す
る
。

」

新
日
本
古
典
文
学
大
系

萬
葉
集
一

岩
波
書
店

巻
第
五
の
語
注
に
も

令

『

』（

）

、「「

後
漢
・
張
衡
「
帰
田
賦

・
文

月
」
は
「
仲
春
の
令
月
、
時
和
し
気
清
ら
か
な
り

（
」
」

」

）
と
あ
る

（

。

選
十
五

五
二
九
頁

」

）

中
西
進
に
よ
れ
ば
、
王
羲
之
は

「
隠
逸
思
想
の
持
主
で
、
俗
悪
の
世
間
か
ら
離

、

、

」

、

れ

こ
こ
会
稽
山
に
お
い
て
風
雅
な
隠
逸
の
境
地
を
楽
し
も
う
と
し
て
い
た

と
し

だ
か
ら

「
旅
人
が
蘭
亭
の
序
の
ま
ね
を
し
て
序
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
何
も

、

文
章
を
借
り
た
と
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
。
隠
逸
の
心
を
羲
之
に
合
わ
せ
よ
う
と
し

た
の
で
あ
り
、
そ
の
暗
示
が
文
章
の
模
倣
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
い
、
ま
た
、
王

羲
之
が
序
の
最
後
に
付
さ
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
後
之
覧
者
、
亦
将
有
感
於
斯

、

文

（

）
に
対
す
る
応

答

」

後
に
覧
る
者
も
ま
た
、
こ
の
文
に
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
ら
む

レ
ス
ポ
ン
ス

こ
そ
が
、
当
該
序
の
文
で
あ
っ
た
と
す
る

。

（

）
5

辰
巳
正
明
は

「
旅
人
の
開
い
た
「
梅
花
の
歌
」
の
花
宴
は
、
精
神
性
の
上
か
ら

、

い
え
ば
、
世
俗
を
離
れ
て
美
し
い
梅
花
を
愛
で
る
こ
と
が
主
意
で
あ
る

（
中
略
）

。

老
荘
的
自
然
の
中
に
理
想
の
空
間
を
得
よ
う
と
」
す
る
「
そ
の
よ
う
な
精
神
性
の
源

流
は
、
張
衡
の
「
帰
田
賦
」
に
始
ま
り
、
続
く
六

朝
か
ら
唐
へ
と
い
た
る
中
国
文

り
く
ち
よ
う

人
の
精
神
を
支
え
た
。
特
に
六
朝
時
代
の
文
人
た
ち
は
山
水
へ
と
分
け
入
り
、
新
し

い
自
然
観
を
創
り
上
げ
た
。
／
旅
人
の
求
め
た
花
の
宴
も
、
俗
塵
を
離
れ
た
物
外
の

ぶ
つ
が
い
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遊
び
で
あ
り
、
自
然
の
趣
へ
の
関
心
に
も
と
づ
く
。
そ
の
意
味
で
は
張
衡
の
態
度
と

等
し
い
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
」
と
説
く
。
さ
ら
に
辰
巳
は

「
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の

、

花
宴
が
官
（

）
と
い
う
世
俗
か
ら
離
れ
て
梅
花
を
愛
で
る
と
い
う
風
雅
を
楽
し
む

公

か
ん

こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
奈
良
朝
知
識
人
が
示
し
た
新
た
な
遊
び
の
態
度
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
張
衡
や
王
羲
之
な
ど
の
自
由
な
精
神
に
連
な
る
中
に

存
在
し
た
の
で
あ
る

と
い
う
指
摘
を
し
て
い
た
。

」（

）
6

対
し
て
村
田
右
富
実
は

「
旅
人
が
「
梅
花
歌
の
序
」
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
そ

、

の
全
体
の
枠
組
み
の
典
拠
と
し
た
の
は

「
蘭
亭
序
」
で
あ
り

「
令
和
」
を
含
む
く

、

、

だ
り
の
直
接
的
典
拠
は
「
帰
田
賦
」
で
あ
っ
た

（

）
と
す
る

。
た
だ

」

八
三
頁

（

）
7

し
、
村
田
の
読
み
は
ど
こ
ま
で
も
典
拠
（

）
の
次
元
に
踏
み
留
ま

＝
プ
レ
テ
ク
ス
ト

り
、
当
該
「
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
」
と
い
う
記
号
表
現
じ
た
い
も
、
単
な
る
「
文

飾
」
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
改
元
の
「

令
和
」
が
な

「

一

け
れ
ば

「
帰
田
賦
」
は
「
梅
花
歌
の
序
」
を
彩
る
典
拠
の
一
つ
で
し
か
な
い

（

、

」

）
の
だ
と
。
村
田
の
持
論
で
は
典
拠
の
多
く
は
奈
良
時
代
の
歌
人
の
教
養
な

一
一
頁

の
で
あ
っ
て

「
現
代
人
の
眼
か
ら
す
れ
ば
「
知
識
の
ひ
け
ら
か
し

「
パ
ッ
チ
ワ

、

」
、

ー
ク
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
と

「
オ
マ
ー
ジ
ュ

「
リ
ス
ペ
ク
ト
」
と
い

、

」
、

っ
た
プ
ラ
ス
の
評
価
に
分
れ
る
だ
ろ
う

（

）
と
い
う
。

」

一
一
五
頁

「
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
」
を
、
村
田
が
説
く
よ
う
な
単
な
る
文
飾
の
レ
ヴ
ェ
ル

に
留
め
置
い
た
解
釈
の
ま
ま
で
、
果
た
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か

「
仲
春
令
月
、
時

。

和
気
清
」
と
い
う
表

示

意
に
対
し
て
、
端
的
に
含

意
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
な

デ
ノ
テ
ー
シ
ヨ
ン

コ
ノ
テ
ー
シ
ヨ
ン

の
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
の
努
力
を
放
棄
す
べ
き
で
は
な
い
。
新
た
な
読
み
を

模
索
す
る
、
読
み
の
挑
戦
を
諦
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
帰
田
賦
」
は
、

遊

都
邑

以
永
久
、
無

明
略
以
佐

時
。

二

一

二

一
レ

都
に
遊
び
て
以
て
永
久
な
る
も
、
明
略
の
以
て
時
を
佐
く
る
無
し

（
私
は
都
に
出
て
か
ら
、
す
で
に
長
く
な
る
が
、
時
の
君
主
を
助
け
る
ほ
ど
の
優

れ
た
政
策
を
抱
い
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
…
）

（
新
釈
漢
文
大
系
題

巻

文
選
（
賦
篇
）
下

明
治
書
院
）

81

と
い
う
一
文
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
て
い
る
。
李
善
は
、

張
衡
仕
へ
て
志
を
得
ず
、
田
に
帰
ら
ん
と
欲
す
。
因
り
て
此
の
賦
を
作
る
。

と
注
し
、
そ
れ
以
来
「
帰
田
」
の
解
釈
は
、

官
を
辞
し
て
故
郷
の
田
園
に
帰
る

意
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
「
梅
花
歌
の
序
」
に
重
ね
合
わ
せ
て
読
む
こ

と
は
、
た
し
か
に
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
「
帰
田
賦
」
を
引
用
と
し
て
理
解

す
る
た
め
に
は
、
も
う
ひ
と
捻
り
し
た
解
釈
が
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
ち

が
い
な
い
。
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず
保
留
に
し
て
回
答
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

序
文
の
分
析
そ
の

四
六
駢
儷
体
的
な
「
対
句
」
の
構
成
の
意
味
と
そ
の
思
考

d

4

「
梅
花
歌
の
序
」
の
分
析
を
続
け
よ
う
。
第
二
段
落
の
「
令
和
」
の
後
は
、
次
々

と
「
対
句
」
を
も
っ
た
構
成
と
し
て
綴
ら
れ
て
行
く
。
す
な
わ
ち
、

梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
く
、
／
蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら
す
。

け
い
ぜ
ん

ふ
ん

ひ
ら

ら
ん

は

い

ご

か
う

く
ゆ

「
梅
は
…
」
と
「
蘭
は
…
」
と
は
対
句
で
あ
る
。
第
三
段
落
の
「
し
か
の
み
に
あ
ら

ら
ん

ず

」
に
続
く
、

、
曙

の
嶺
に
雲
移
り
、
松
は

羅

を
掛
け
て

蓋

を

傾

く
、

あ
し
た

み
ね

う
す
も
の

き
ぬ
が
さ

か
た
ぶ

夕

の
岫
に
霧
結
び
、
鳥
は

穀

に
封
ぢ
ら
え
て
林
に
迷
ふ
。

ゆ
ふ
へ

く
き

う
す
も
の

と

ま
と

も
「
対
句
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

庭
に
は
新
蝶
舞
ひ
、
／
空
に
は
故
雁
帰
る
。

し
ん
て
う

こ

が

ん

も
「
対
句

。
そ
し
て
、
第
四
段
落
、

」

こ
こ
に
、
天
を
蓋
に
し
地
を

坐

に
し
、
／
膝
を

促

け

觴

を
飛
ば
す
。

あ
め

や
ね

つ
ち

し
き
ゐ

ひ
ざ

ち
か
づ

さ
か
づ
き

も
「
対
句
」
で
あ
る
。
ま
た
、

言
を
一
室
の
裏
に
忘
れ
、
／
衿
を
煙
霞
の
外
に
開
く
。

う
ち

き
ん

え

ん

か

そ
と

も
「
対
句
」
で
あ
り
、
最
後
の
、
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梅
の
花
散
ら
ま
く
惜
し
み
我
が
園
の
竹
の
林
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

（

）
10

（

）

少
監
阿
氏
奥
島

八
二
八

八
二
四

梅
の
花
咲
き
た
る
園
の
青
柳
を
か
づ
ら
に
し
つ
つ
遊
び
暮
ら
さ
な

（

）

あ
を
や
ぎ

11

（

）

少
監
土
氏
百
村

八
二
九

八
二
五

う
ち
靡
く
春
の
柳
と
我
が
や
ど
の
梅
の
花
と
を
い
か
に
か
分
か
む

（

）

な
び

わ

12

（

）

大
典
史
氏
大
原

八
三
〇

八
二
六

春
さ
れ
ば
木
末
隠
り
て
う
ぐ
ひ
す
ぞ
鳴
き
て
去
ぬ
な
る
梅
が
下
枝
に

（

）

こ
ぬ
れ
が
く

い

し

づ

え

13

（

）

少
典
山
氏
若
麻
呂

八
三
一

八
二
七

人
ご
と
に
折
り
か
ざ
し
つ
つ
遊
べ
ど
も
い
や
め
づ
ら
し
き
梅
の
花
か
も

（

）
14

（

）

大
判
事
丹
氏
麻
呂

八
三
二

八
二
八

梅
の
花
咲
き
て
散
り
な
ば
桜
花
継
ぎ
て
咲
く
ベ
く
な
り
に
て
あ
ら
ず
や

（

）

さ
く
ら
ば
な
つ

15

（

）

薬
師
張
氏
福
子

八
三
三

八
二
九

万
代
に
年
は
来
経
と
も
梅
の
花
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
咲
き
わ
た
る
べ
し

（

）
よ
ろ
づ
よ

き

ふ

16

（

）

筑
前
介
佐
氏
子
首

八
三
四

八
三
〇

春
な
れ
ば
う
ベ
も
咲
き
た
る
梅
の
花
君
を
思
ふ
と
夜
寐
も
寝
な
く
に

（

）

よ

い

ね

17

（

）

壱
岐
守
板
氏
安
麻
呂

八
三
五

八
三
一

梅
の
花
折
り
て
か
ざ
せ
る
諸
人
は
今
日
の

間

は
楽
し
く
あ
る
べ
し

（

）

も
ろ
ひ
と

け

ふ

あ
ひ
だ

18

（

）

神
司
荒
氏
稲
布

八
三
六

八
三
二

年
の
は
に
春
の
来
ら
ば
か
く
し
こ
そ
梅
を
か
ざ
し
て
楽
し
く
飲
ま
め

（

）

き
た

19大
令
史
野
氏
宿
奈
麻

呂

（

）

八
三
七

八
三
三

梅
の
花
今
盛
り
な
り
百
鳥
の
声
の
恋
し
き
春
来
る
ら
し

（

）

さ
か

も
も
と
り

こ
ほ

き
た

20

（

）

少
令
史
田
氏
肥
人

八
三
八

八
三
四

春
さ
ら
ば
逢
は
む
と
思
ひ
し
梅
の
花
今
日
の
遊
び
に
相
見
つ
る
か
も

（

）

も

け

ふ

あ

ひ

み

21

（

）

薬
師
高
氏
義
通

八
三
九

八
三
五

梅
の
花
手
折
り
か
ざ
し
て
遊
べ
ど
も
飽
き
足
ら
ぬ
日
は
今
日
に
し
あ
り
け
り

（

）

た

を

あ

だ

け

ふ

22

（

）

陰
陽
師
磯
氏
法
麻
呂

八
四
〇

八
三
六

春
の
野
に
鳴
く
や
う
ぐ
ひ
す
な
つ
け
む
と
我
が
家
の
園
に
梅
が
花
咲
く

（

）

へ

そ
の

23

（

）

算
師
志
氏
大
道

八
四
一

八
三
七

梅
の
花
散
り
乱
ひ
た
る
岡
び
に
は
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
春
か
た
ま
け
て

（

）

ま
が

を
か

24

（

）

大
隅
目
援
氏
鉢
麻
呂

八
四
二

八
三
八

春
の
野
に
霧
立
ち
わ
た
り
降
る
雪
と
人
の
見
る
ま
で
梅
の
花
散
る

（

）

き
り

25

（

）

筑
前
目
田
氏
真
上

八
四
三

八
三
九

春

柳
か
づ
ら
に
折
り
し
梅
の
花
誰
れ
か
浮
か
べ
し
酒
坏
の
上
に

（

）
は
る
や
な
ぎ

た

さ
か
づ
き

へ

26

（

）

岐
目
村
氏
彼
方

八
四
四

八
四
〇

う
ぐ
ひ
す
の
音
聞
く
な
へ
に
梅
の
花
我
家
の
園
に
咲
き
て
散
る
見
ゆ

（

）

お
と

わ

ぎ

へ

み

27

（

）

対
馬
目
高
氏
老

八
四
五

八
四
一

我
が
や
ど
の
梅
の
下
枝
に
遊
び
つ
つ
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
散
ら
ま
く
惜
し
み

（

）

し

づ

え

28

（

）

薩
摩
目
高
氏
海
人

八
四
六

八
四
二

梅
の
花
折
り
か
ざ
し
つ
つ
諸
人
の
遊
ぶ
を
見
れ
ば
都
し
ぞ
思
ふ

（

）

も
ろ
ひ
と

29

（

）

土
師
氏
御
道

八
四
七

八
四
三

妹
が
家
に
雪
か
も
降
る
と
見
る
ま
で
に
こ
こ
だ
も
ま
が
ふ
梅
の
花
か
も

（

）
い
も

へ

30

（

）

小
野
氏
国
堅

八
四
八

八
四
四

う
ぐ
ひ
す
の
待
ち
か
て
に
せ
し
梅
が
花
散
ら
ず
あ
り
こ
そ
思
ふ
子
が
た
め

（

）
31

（

）

筑
前
掾
門
氏
石
足

八
四
九

八
四
五

霞

立
つ
長
き
春
日
を
か
ざ
せ
れ
ど
い
や
な
つ
か
し
き
梅
の
花
か
も

（

）
か
す
み

は

る

ひ

32

（

）

小
野
氏
淡
理

八
五
〇

八
四
六

（

）
番
め
の
大
弐
紀

序
文
の
主
張
を
踏
ま
え
、
ま
ず
全
三
十
二
首
の
歌
群
を

1

卿
の
歌
か
ら
順
番
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
最
後
の
（

）
番
め
の
小
野
氏

32

淡
理
の
歌
ま
で
。
直
線
的
に
目
で
追
っ
て
行
き
一
通
り
読
ん
だ
時
点
で
、
違
和
感

と
と
も
に
い
く
つ
か
の
疑
問
が
湧
い
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。

ま
ず
宴
席
の
歌
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
梅
花
が
散
る
」
と
い
う
発
想
の
歌

、
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梅
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史
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梅
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史
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梅
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し
き
春
来
る
ら
し

（

）

さ
か

も
も
と
り

こ
ほ

き
た

20

（

）

少
令
史
田
氏
肥
人

八
三
八

八
三
四

春
さ
ら
ば
逢
は
む
と
思
ひ
し
梅
の
花
今
日
の
遊
び
に
相
見
つ
る
か
も

（

）

も

け

ふ

あ

ひ

み

21

（

）

薬
師
高
氏
義
通

八
三
九

八
三
五

梅
の
花
手
折
り
か
ざ
し
て
遊
べ
ど
も
飽
き
足
ら
ぬ
日
は
今
日
に
し
あ
り
け
り

（

）

た

を

あ

だ

け

ふ

22

（

）

陰
陽
師
磯
氏
法
麻
呂

八
四
〇

八
三
六

春
の
野
に
鳴
く
や
う
ぐ
ひ
す
な
つ
け
む
と
我
が
家
の
園
に
梅
が
花
咲
く

（

）

へ

そ
の

23

（

）

算
師
志
氏
大
道

八
四
一

八
三
七

梅
の
花
散
り
乱
ひ
た
る
岡
び
に
は
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
春
か
た
ま
け
て

（

）

ま
が

を
か

24

（

）

大
隅
目
援
氏
鉢
麻
呂

八
四
二

八
三
八

春
の
野
に
霧
立
ち
わ
た
り
降
る
雪
と
人
の
見
る
ま
で
梅
の
花
散
る

（

）

き
り

25

（

）

筑
前
目
田
氏
真
上

八
四
三

八
三
九

春

柳
か
づ
ら
に
折
り
し
梅
の
花
誰
れ
か
浮
か
べ
し
酒
坏
の
上
に

（

）
は
る
や
な
ぎ

た

さ
か
づ
き

へ

26

（

）

岐
目
村
氏
彼
方

八
四
四

八
四
〇

う
ぐ
ひ
す
の
音
聞
く
な
へ
に
梅
の
花
我
家
の
園
に
咲
き
て
散
る
見
ゆ

（

）

お
と

わ

ぎ

へ

み

27

（

）

対
馬
目
高
氏
老

八
四
五

八
四
一

我
が
や
ど
の
梅
の
下
枝
に
遊
び
つ
つ
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
散
ら
ま
く
惜
し
み

（

）

し

づ

え

28

（

）

薩
摩
目
高
氏
海
人

八
四
六

八
四
二

梅
の
花
折
り
か
ざ
し
つ
つ
諸
人
の
遊
ぶ
を
見
れ
ば
都
し
ぞ
思
ふ

（

）

も
ろ
ひ
と

29

（

）

土
師
氏
御
道

八
四
七

八
四
三

妹
が
家
に
雪
か
も
降
る
と
見
る
ま
で
に
こ
こ
だ
も
ま
が
ふ
梅
の
花
か
も

（

）
い
も

へ

30

（

）

小
野
氏
国
堅

八
四
八

八
四
四

う
ぐ
ひ
す
の
待
ち
か
て
に
せ
し
梅
が
花
散
ら
ず
あ
り
こ
そ
思
ふ
子
が
た
め

（

）
31

（

）

筑
前
掾
門
氏
石
足

八
四
九

八
四
五

霞

立
つ
長
き
春
日
を
か
ざ
せ
れ
ど
い
や
な
つ
か
し
き
梅
の
花
か
も

（

）
か
す
み

は

る

ひ

32

（

）

小
野
氏
淡
理

八
五
〇

八
四
六

（

）
番
め
の
大
弐
紀

序
文
の
主
張
を
踏
ま
え
、
ま
ず
全
三
十
二
首
の
歌
群
を

1

卿
の
歌
か
ら
順
番
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
最
後
の
（

）
番
め
の
小
野
氏

32

淡
理
の
歌
ま
で
。
直
線
的
に
目
で
追
っ
て
行
き
一
通
り
読
ん
だ
時
点
で
、
違
和
感

と
と
も
に
い
く
つ
か
の
疑
問
が
湧
い
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。

ま
ず
宴
席
の
歌
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
梅
花
が
散
る
」
と
い
う
発
想
の
歌

、

− 94 − − 95 −（七）



楽
府
「
梅
花
楽
」
は
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
辺
境
に
あ
る
人
々
が
、
春
に
最
も

早
く
咲
く
梅
の
花
を
見
て
一
年
の
廻
り
来
た
の
を
感
じ
、
梅
の
花
の
散
る
の
を

見
て
懐
か
し
い
故
郷
を
思
う
、
そ
の
折
に
歌
わ
れ
る
歌
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
故
郷
に
待
つ
妻
の
姿
を
詠
む
こ
と
で
、
懐
か
し
い
故
郷
を
思
う
の
も
そ

の
一
つ
で
あ
っ
た
。

と
説
い
て
い
る

梅
花
の
歌
三
十
二
首

と
の
関
係
性
か
ら

落
梅
の
篇

が

梅

。「

」

「

」

「

花
落
」
を
指
し
て
い
る
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
主
人
で
あ
る
旅
人
は
歌
人
た
ち
に
お

題
と
し
て

「
落
梅
之
篇
」
を
模
す
こ
と
を
要
求
し
た
も
の
と
仮
定
で
き
る
こ
と
か

、

ら
、
歌
群
の
傾
向
と
し
て
「
梅
花
が
散
る
」
と
い
う
発
想
の
歌
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
発
す
る
歌
の
主
題
と
し
て

「
故
郷
や
故
郷
に
残
し
て
き

、

た
妻
な
ど
を
思
う
」
楽
府
の
詩
で
表
現
さ
れ
た
世
界
が
、
倭
の
歌
に
転
換
し
た
内
容

で
再
現
さ
れ
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り

「
梅
花
が

、

散
る
」
こ
と
が
そ
の
ま
ま
「
望
郷
」
の
主
題
に
繋
が
り
、
連
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

、

、

こ
う
し
た
辰
巳
の
研
究
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

再
読
す
る
読
者
の
読
み
は

（

）
の
歌
で
梅
の

初
回
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
様
相
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。

2

我

花
が
散
る
こ
と
と
、
官
邸
庭
前
の
梅
花
が
詠
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

「、

が
家
の
園

と
歌
わ
れ
る
こ
と
に
若
干
の
違
和
感
を
抱
き
つ
つ
も

続
く

我

」

、

（

）「

へ

そ
の

8

が
園

我
が
園

我
が
や
ど

我
が
家

我
家

」

、

」
、

」、

」、

「

（

）「

（

）「

（

）「

（

）

そ
の

へ

わ

ぎ

へ

10

12

23

27

の
園

我
が
や
ど
」
の
歌
を
通
過
し
つ
つ
そ
れ
ら
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ

」
、
（

「
）
28

っ
て
、
こ
れ
ら
の
歌
は
み
な
、
中
国
楽
府
「
梅
花
落
」
の
翻
案
と
し
て

「
望
郷
」

、

の
主
題
と
し
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
し
て
読
者

が

、

（

）
に
到
っ
て

29

梅
の
花
折
り
か
ざ
し
つ
つ
諸
人
の
遊
ぶ
を
見
れ
ば
都
し
ぞ
思
ふ

（

）

も
ろ
ひ
と

29
土
師
氏
御
道

と
い
う
歌
を
読
ん
だ
時
点
に
お
い
て
、
楽
府
の
詩
の
「
望
郷
」
の
主
題
が
、
ま
さ
に

「
望
京
」
の
主
題
に
転
じ
て
い
る
こ
と
を
確
信
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

「
梅
花

。

の
歌
三
十
二
首
」
の
構
成
の
企
画
意
図
と
し
て
、
こ
こ
の
時
点
で
読
み
手
に
、
主
題

の
種
明
か
し
が
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
気
づ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
こ

こ
か
ら
ま
た
全
篇
を
振
り
返
り
、
再
度
読
み
直
さ
れ
、
意
味
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
に

繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。
中
国
の
「
落
梅
の
篇
」
の
正
体
が
「
望
郷
」
の
「
詩
」
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
翻
案
と
し
て
の
日
本
の
「
短
詠
を
成
す
」
こ
と
で
あ
る
「
梅
花
の

」

「

」

「

」

。

、

歌

に
お
い
て
は

望
京

の

歌

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
で
あ
る

し
か
し

な
ぜ
「
望
郷
」
と
い
う
漢
詩
の
主
題
が
、
和
歌
に
お
い
て
は

「
望
京
」
に
転
じ
て

、

し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

、

。

そ
う
し
た
疑
問
に
関
し
て

鈴
木
日
出
男
の
論
は
端
的
に
答
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う

鈴
木
は
『
萬
葉
集
』
中
の
語
彙
を
調
査
考
察
し
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
導
く
。

「

奈
良
」
の
語
の
あ
る
歌
は
五
一
首
。
そ
の
う
ち
「
奈
良
の
都
」
と
す
る
連
語

「

は
半
数
の
二
三
首
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ

「
こ
の
二
十
余
首
の
ほ
と
ん
ど

、

が
、
奈
良
朝
の
、
都
か
ら
地
方
に
下
っ
た
貴
族
官
僚
た
ち
の
作
に
集
中
し
て
い
る
」

こ
と
に
注
目
し

「
平
城
京
の
住
人
で
あ
る
貴
族
官
僚
た
ち
が
官
命
を
受
け
て
地
方

、

に
下
っ
た
と
き
、
そ
の
平
城
京
が
に
わ
か
に
「
都
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
く
る
」
の

だ
と
。平

城
京
と
い
う
壮
大
華
麗
な
政
治
都
市
の
整
備
に
よ
っ
て
、
律
令
官
人
た
ち
は

い
よ
い
よ
都
と
鄙
の
二
元
的
な
発
想
を
強
め
、
自
ら
を
都
の
住
人
で
あ
る
と
強

く
思
い
定
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
意
識
無
意
識
を
問
わ
ず
、
彼

ら
自
ら
が
官
僚
機
構
に
き
び
し
く
か
ら
め
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る

「
奈
良
の
都
」
は
、
基
本
的
に
は
政
治
的
な
都
市
空
間
で
あ
っ

。

た
。
し
た
が
っ
て
、
鄙
に
下
っ
た
官
人
た
ち
の
「
奈
良
の
都
」
の
意
識
も
、
鄙

を
都
に
集
中
せ
し
め
る
奈
良
朝
政
治
機
構
の
一
つ
の
顕
現
と
み
る
こ
と
も
で
き

よ
う

。

（

）
10

前
掲
、
大
久
保
廣
行
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

、
梅
花
の
宴
参
会

（

）
11
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（

）
、（

）
、（

）（

）
、（

）
、（

）
、（

）
、（

）
、（

）
、

が

＝
主
人
の
歌

2

7

8

9

10

15

24

25

（

（

（

）
の
十
一
首
あ
る
。
こ
の
十
一
首
、
つ
ま
り
１
／
３
強
も
の

）
、

）
、

27

28

31

歌
が
、
梅
の
花
が
散
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
私
の
よ
う
な
『
萬

葉
集
』
の
門
外
漢
で
、
平
安
朝
の
『
源
氏
物
語
』
を
専
門
と
す
る
研
究
者
の
目
か

ら
み
る
と
こ
れ
は
、
か
な
り
異
様
な
感
覚
で
あ
る
。
ま
た
民
俗
の
感
覚
か
ら
も
、

実
り
の
予
兆
で
あ
る
は
ず
の
花
が
散
る
こ
と
を
、
こ
と
ば
に
出
し
歌
と
し
て
詠
ず

る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
り
、
と
て
も
縁
起
の
悪
い
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
平
安
の
和
歌
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
宴
席
に
お
け
る
歌
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。

堀
川
大
臣
の
大
臣
の
四
十
の
賀
、
九
條
の
家
に

て
し
け
る
と
き
に
よ
め
る

在
原
業
平
朝
臣

あ
り
は
ら
の
な
り
ひ
ら
の
あ
そ
む

桜
花
散
り
か
ひ
く
も
れ
老
い
ら
く
の
来
む
と
い
ふ
な
る
道
ま
が
ふ
が
に

（

）

新
潮
日
本
古
典
集
成

古
今
和
歌
集

巻
第
七

賀
歌

『

』

「

」
三
四
九

し
か
し
、
こ
れ
は
変
化
球
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
。
紀
貫
之
か
ら
「
そ
の
心
あ
ま
り

て
、
こ
と
ば
足
ら
ず

（

）
と
評
さ
れ
た
業
平
に
は
相
応
し
い
と
い
え
な
く

」

仮
名
序

も
な
い
が
…
…
。

梅
花
の
宴
の
場
合
は
、
明
ら
か
に
宴
席
の
歌
で
あ
る
。
盛
り
の
花
を
愛
で
て
こ

そ
で
は
な
い
の
か
と
思
う
の
が
、
た
ぶ
ん
常
識
的
な
感
覚
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
主
人
自
ら
が
率
先
し
て
「
梅
花
が
散
る
」
と
い
う
発
想
の
歌
を
詠
じ
て
い

あ

る

じ

「
落
梅
の
篇
」

る
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
や
は
り
序
文
が
説
い
て
い
る
漢
詩
の

ら
く
ば
い

へ
ん

「
梅
花
が
散
る
」
と
い
う
歌
の
形
態
で
捉
え
た
か
ら
に
ほ
か

を
日
本
的
に
翻
案
し
、

な
ら
な
い
と
い
う
理
解
と
結
論
に
落
着
す
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
再
読

に
あ
た
っ
て
は
、
解
釈
に
一
定
の
修
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
主
人
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
客
人
で
あ
る
は
ず
の
詠
者
が
、
帥
老
の
官
邸

あ

る

じ

ま
れ
び
と

の
庭
園
の
梅
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

（

）
の
歌
の
よ
う
に

「

」

、

、

我
が
家
の
園

へ

そ
の

2

と
詠
じ
る
こ
と
へ
は
不
自
然
さ
と
違
和
感
を
と
も
な
う
が
、
こ
れ
を
ど
う
理
解
し

た
も
の
だ
ろ
う
か
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（

）
四
六
六
頁
脚
注
▽
は
、

岩
波
書
店

「
以
下
の
歌
に
も
「
我
が
園

「
我
が
や
ど
」
と
あ
る
よ
う
に
、
客
人
た
ち
は
し
ば

」

し
ば
主
人
の
立
場
に
立
っ
て
歌
う

「
わ
が
へ
」
は
我
（

）
が
家
（

）
の
転
」

。

わ

い
へ

と
す
る
が
、
こ
の
説
明
で
納
得
で
き
な
い
。
な
ぜ
し
ば
し
ば
主
人
の
立
場
で
歌
う

の
か
が
、
私
に
は
解
ら
な
い
。
主
で
あ
る
旅
人
の
公
館
を
、
共
同
体
の
共
有
の
施

我
が
園
」

我

設
と
し
て
捉
え
、
館
褒
め
の
発
想
な
の
か
？

（

「

（

「

）

）

、

そ
の

8

10

が
園

我
が
や
ど

我
が
家

我
家
の
園

我

」
、

」、

」
、

「

」
、

（

）「

（

）
「

（

）

（

）「

へ

わ

ぎ

へ

12

23

27

28

が
や
ど

「
妹
が
家

。
特
に
最
後
の
「
妹
が
家
」
は
、
ど
う
理
解
を
し
て

」
、

」

（

）
い
も

へ

い
も

へ

30

い
い
の
だ
ろ
う
か
、
…
こ
の
ま
ま
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

併
せ
て
問
題
と
思
わ
れ
る
の
が

（

）
の
歌
で
あ
る
。
帥
老
と
は
盟
友
と
目
さ

、

4

れ
る
山
上
憶
良
の
詠
で
あ
る
。
宴
席
の
歌
で
あ
り
、
今
目
の
前
に
あ
る
官
邸
の
梅

や
ど
の
梅
の
花
ひ
と
り
見
つ
つ

を
詠
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
、
に
も
関
わ
ら
ず

「、

や
」
と
歌
う
独
居
の
姿
勢
を
ど
う
理
解
し
た
も
の
か
解
ら
な
い
。

こ
こ
に
至
っ
て
は
「
落
梅
の
篇
」
の
実
態
を
、
よ
り
明
確
に
考
察
し
た
論
を
踏
ま

ら
く
ば
い

へ
ん

え
て
理
解
す
る
必
要
が
出
て
く
る

「
梅
花
落
」
と
は
、
辺
境
の
望
郷
詩
で
あ
る
と

。

端
的
に
説
い
て
い
る
の
は
辰
巳
正
明
の
研
究
で
あ
る

。
辰
巳
に
よ
れ
ば

「
梅

（

）

、

9

花
落
」
と
は
、
辺
境
を
防
備
す
る
軍
士
（

）
が
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
辺
境
の
地

匈
奴

で
梅
の
花
の
散
る
の
を
見
て
、
故
郷
や
故
郷
に
残
し
て
き
た
妻
な
ど
を
思
う
楽
府
詩

一
般
に
発
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
例
え
ば
朱
乾
は
、

梅
花
落
、
春
和
之
候
、
軍
士
感
物
懐
帰
。
故
以
為
歌
。

梅
花
落
、
春
和
の
候
、
軍
士
物
に
感
じ
て
帰
ら
ん
こ
と
を
懐
ふ
。
故
に
以
ち
て
歌

（

）

を
為
す

と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
星
川
清
孝
も
「
梅
の
花
が
散
る
の
を
見

漢
詩

て
遠
人
や
故
郷
と
の
別
離
を
悲
し
む
曲
」
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
と
い
う
（

。
辰
巳
は
、

大
系

『
古
詩
源

下
』
）

5
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楽
府
「
梅
花
楽
」
は
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
辺
境
に
あ
る
人
々
が
、
春
に
最
も

早
く
咲
く
梅
の
花
を
見
て
一
年
の
廻
り
来
た
の
を
感
じ
、
梅
の
花
の
散
る
の
を

見
て
懐
か
し
い
故
郷
を
思
う
、
そ
の
折
に
歌
わ
れ
る
歌
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
故
郷
に
待
つ
妻
の
姿
を
詠
む
こ
と
で
、
懐
か
し
い
故
郷
を
思
う
の
も
そ

の
一
つ
で
あ
っ
た
。

と
説
い
て
い
る

梅
花
の
歌
三
十
二
首

と
の
関
係
性
か
ら

落
梅
の
篇

が

梅

。「

」

「

」

「

花
落
」
を
指
し
て
い
る
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
主
人
で
あ
る
旅
人
は
歌
人
た
ち
に
お

題
と
し
て

「
落
梅
之
篇
」
を
模
す
こ
と
を
要
求
し
た
も
の
と
仮
定
で
き
る
こ
と
か

、

ら
、
歌
群
の
傾
向
と
し
て
「
梅
花
が
散
る
」
と
い
う
発
想
の
歌
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
発
す
る
歌
の
主
題
と
し
て

「
故
郷
や
故
郷
に
残
し
て
き

、

た
妻
な
ど
を
思
う
」
楽
府
の
詩
で
表
現
さ
れ
た
世
界
が
、
倭
の
歌
に
転
換
し
た
内
容

で
再
現
さ
れ
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り

「
梅
花
が

、

散
る
」
こ
と
が
そ
の
ま
ま
「
望
郷
」
の
主
題
に
繋
が
り
、
連
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

、

、

こ
う
し
た
辰
巳
の
研
究
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

再
読
す
る
読
者
の
読
み
は

（

）
の
歌
で
梅
の

初
回
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
様
相
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。

2

我

花
が
散
る
こ
と
と
、
官
邸
庭
前
の
梅
花
が
詠
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

「、

が
家
の
園

と
歌
わ
れ
る
こ
と
に
若
干
の
違
和
感
を
抱
き
つ
つ
も

続
く

我

」

、

（

）「

へ

そ
の

8

が
園

我
が
園

我
が
や
ど

我
が
家

我
家

」

、

」
、

」、

」、

「

（

）「

（

）「

（

）「

（

）

そ
の

へ

わ

ぎ

へ

10

12

23

27

の
園

我
が
や
ど
」
の
歌
を
通
過
し
つ
つ
そ
れ
ら
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ

」
、
（

「
）
28

っ
て
、
こ
れ
ら
の
歌
は
み
な
、
中
国
楽
府
「
梅
花
落
」
の
翻
案
と
し
て

「
望
郷
」

、

の
主
題
と
し
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
し
て
読
者

が

、

（

）
に
到
っ
て

29

梅
の
花
折
り
か
ざ
し
つ
つ
諸
人
の
遊
ぶ
を
見
れ
ば
都
し
ぞ
思
ふ

（

）

も
ろ
ひ
と

29
土
師
氏
御
道

と
い
う
歌
を
読
ん
だ
時
点
に
お
い
て
、
楽
府
の
詩
の
「
望
郷
」
の
主
題
が
、
ま
さ
に

「
望
京
」
の
主
題
に
転
じ
て
い
る
こ
と
を
確
信
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

「
梅
花

。

の
歌
三
十
二
首
」
の
構
成
の
企
画
意
図
と
し
て
、
こ
こ
の
時
点
で
読
み
手
に
、
主
題

の
種
明
か
し
が
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
気
づ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
こ

こ
か
ら
ま
た
全
篇
を
振
り
返
り
、
再
度
読
み
直
さ
れ
、
意
味
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
に

繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。
中
国
の
「
落
梅
の
篇
」
の
正
体
が
「
望
郷
」
の
「
詩
」
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
翻
案
と
し
て
の
日
本
の
「
短
詠
を
成
す
」
こ
と
で
あ
る
「
梅
花
の

」

「

」

「

」

。

、

歌

に
お
い
て
は

望
京

の

歌

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
で
あ
る

し
か
し

な
ぜ
「
望
郷
」
と
い
う
漢
詩
の
主
題
が
、
和
歌
に
お
い
て
は

「
望
京
」
に
転
じ
て

、

し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

、

。

そ
う
し
た
疑
問
に
関
し
て

鈴
木
日
出
男
の
論
は
端
的
に
答
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う

鈴
木
は
『
萬
葉
集
』
中
の
語
彙
を
調
査
考
察
し
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
導
く
。

「

奈
良
」
の
語
の
あ
る
歌
は
五
一
首
。
そ
の
う
ち
「
奈
良
の
都
」
と
す
る
連
語

「

は
半
数
の
二
三
首
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ

「
こ
の
二
十
余
首
の
ほ
と
ん
ど

、

が
、
奈
良
朝
の
、
都
か
ら
地
方
に
下
っ
た
貴
族
官
僚
た
ち
の
作
に
集
中
し
て
い
る
」

こ
と
に
注
目
し

「
平
城
京
の
住
人
で
あ
る
貴
族
官
僚
た
ち
が
官
命
を
受
け
て
地
方

、

に
下
っ
た
と
き
、
そ
の
平
城
京
が
に
わ
か
に
「
都
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
く
る
」
の

だ
と
。平

城
京
と
い
う
壮
大
華
麗
な
政
治
都
市
の
整
備
に
よ
っ
て
、
律
令
官
人
た
ち
は

い
よ
い
よ
都
と
鄙
の
二
元
的
な
発
想
を
強
め
、
自
ら
を
都
の
住
人
で
あ
る
と
強

く
思
い
定
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
意
識
無
意
識
を
問
わ
ず
、
彼

ら
自
ら
が
官
僚
機
構
に
き
び
し
く
か
ら
め
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る

「
奈
良
の
都
」
は
、
基
本
的
に
は
政
治
的
な
都
市
空
間
で
あ
っ

。

た
。
し
た
が
っ
て
、
鄙
に
下
っ
た
官
人
た
ち
の
「
奈
良
の
都
」
の
意
識
も
、
鄙

を
都
に
集
中
せ
し
め
る
奈
良
朝
政
治
機
構
の
一
つ
の
顕
現
と
み
る
こ
と
も
で
き

よ
う

。

（

）
10

前
掲
、
大
久
保
廣
行
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

、
梅
花
の
宴
参
会

（

）
11
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者
が
、
す
べ
て
都
の
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
が

「
望
郷
」
の
詩
を
「
望
京
」
の
歌
に

、

転
換
し
置
換
さ
せ
て
し
ま
う
契
機
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（

）
に
引
き
続
い
て
（

）
の
歌
の
時
点
に
お
い
て
、

さ
て
ま
た
、

29

30

妹
が
家
に
雪
か
も
降
る
と
見
る
ま
で
に
こ
こ
だ
も
ま
が
ふ
梅
の
花
か
も

（

）
い
も

へ

30

（

）
の

と

「
妹
が
家
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
構
成
の
上
か
ら
は

、
い
も

へ

29

歌
で
「

」
と
い
う
「
望
京
」
の
主
題
が
提
示
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ

都
し
ぞ
思
ふ

「

」

、

の
連
想
だ
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

だ
か
ら

、

。

妹
が
家

は

い
も

へ

都
に
残
し
て
来
た
妻
の
家
だ
と
い
う
解
釈
に
な
る
。

、

、

、

こ
こ
ま
で
が

梅
花
の
宴
三
十
二
首
の
解
釈
で
は
あ
る
が

当
然
の
こ
と
な
が
ら

こ
れ
ら
歌
群
の
続
編
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

「
員

外
、
故
郷
を
思
ふ
歌
両
首
」

、
ゐ
ん
ぐ
わ
い

と
「
後
に
梅
の
歌
に
追
和
す
る
四
首
」
に
も
触
れ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
だ
ろ
う

の
ち

つ

い

わ

。
便
宜
的
に
（

）
～
（

）
の
連
番
を
振
っ
て
お
こ
う
。

（

）
12

33

38

員

外
、
故
郷
を
思
ふ
歌
両
首

ゐ
ん
ぐ
わ
い

我
が
盛
り
い
た
く
く
た
ち
ぬ
雲
に
飛
ぶ
薬
食
む
と
も
ま
た
を
ち
め
や
も

（

）

さ
か

く
す
り
は

33

（

）

八
五
一

八
四
七

雲
に
飛
ぶ
薬
食
む
よ
は
都
見
ば
い
や
し
き
我
が
身
ま
た
を
ち
ぬ
べ
し

（

）

あ

34

（

）

八
五
二

八
四
八

後
に
梅
の
歌
に
追
和
す
る
四
首

の
ち

つ

い

わ

残
り
た
る
雪
に
交
れ
る
梅
の
花
早
く
な
散
り
そ
雪
は
消
ぬ
と
も

（

）

ま
じ

け

35

（

）

八
五
三

八
四
九

雪
の
色
を
奪
ひ
て
咲
け
る
梅
の
花
今
盛
り
な
り
見
む
人
も
が
も

（

）

う
ば

36

（

）

八
五
四

八
五
〇

我
が
や
ど
に
盛
り
に
咲
け
る
梅
の
花
散
る
ベ
く
な
り
ぬ
見
む
人
も
が
も

（

）

さ
か

37

（

）

八
五
五

八
五
一

梅
の
花
夢
に
語
ら
く
み
や
び
た
る
花
と
我
れ
思
ふ
酒
に
浮
か
べ
こ
そ

（

）

い
め

あ

も

う

38

に
は
「
い
た
づ
ら
に
我
れ
を
散
ら
す
な
酒
に
浮
か
べ
こ
そ
」
と
い
ふ

1

（

）

八
五
六

八
五
二

こ
の
二
首
は
、
梅
花
の
宴
三
十
二
首
の
歌
群
の
注
釈
的
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い

。

、「

」

、

「

」

る

そ
れ
と
い
う
の
も

員
外

の
語
が

梅
花
三
十
二
首
正
規
の

員
数
の
外

と
へ
り
く
だ
っ
た
、
謙
譲
的
な
物
言
い
で
あ
っ
て

「
故
郷
を
思
ふ
歌
」
と
題
さ
れ

、

て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
梅
花
落
」
の
翻
案
の
「
望
郷
」
の
主
題
と
響
き
合
い
、

そ
の
共
鳴
を
端
的
に
詠
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
（

）
の
歌
が
老
い
た
自
分
が
雲
に
飛
ぶ
薬
を
飲
ん
だ
と
し
て
も
ま
た
若
返

33

る
（
＝
変
若
）
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
詠
み
、
そ
れ
を
受
け
る
か
た
ち
で
（

）
の
歌

34

、

、

（

）

は

い
や
雲
に
飛
ぶ
薬
を
飲
む
よ
り
は

む
し
ろ
都
を
見
た
方
が
若
返
る

＝
変
若

に
違
い
な
い
と
断
言
し
て
い
る
か
ら
だ

「
望
京
」
の
思
い
の
方
が
薬
を
飲
む
こ
と

。

よ
り
も
若
返
り
の
効
果
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

（

）
～
（

）
の
歌
も
表
題
ど
お
り
「
追
和

、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
梅
花
の

」

35

38

宴
三
十
二
首
の
歌
を
想
起
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
歌
を
擬
き
反
復
し
、
再
生
産
し
て
い
る

も
ど

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
歌
群
は
「
梅
花
落
」
と
い
う
古
代
中
国
の
楽
府
の
主
題
と
し
て
歌
わ
れ

た
「
望
郷
」
の
詩
の
主
題
を
「
望
京
」
に
置
換
し
、
和
歌
の
主
題
と
し
て
反
復
・
響

合
・
共
鳴
し
て
い
る
の
だ

こ
れ
ら
の
梅
花
に
関
わ
る
歌
群
の
主
題
は

す
べ
て

望

。

、

「

京
」
を
主
題
と
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

帰
田
の
賦
」
引
用
の
意
味

４

「
対
」
の
思
考
「
正
対
」
に
対
す
る
「
反
対
」
―
「

さ
て

こ
こ
で
も
う
一
度
序
文
に
戻
り

ま
ず
前
述
し
た
こ
と
を
繰
り
返
す

仲

、

、

。「

春
令
月

時
和
気
清

と
い
う
表

示

意

に
対
し
て

端
的
に
含

意

、

」

（

）

、

D
enotation

デ
ノ
テ
ー
シ
ヨ
ン

コ
ノ
テ
ー
シ
ヨ
ン

（

）
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
な
の
か
。
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　伝
統
的
な
言
語
文
化
と
し
て
の
古
典
（
古
文
）
教
育
の
新
展
開

　
　
　―
―
「
い
ま
・
こ
こ
・
我
が
事
」
に
引
き
寄
せ
る
学
習
指
導
―
―

井

　
　上

　
　次

　
　夫

　

　
　
　は
じ
め
に

　
平
成
二
九
年
三
月
に
小
学
校
、
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、
続

い
て
平
成
三
〇
年
三
月
に
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
た
。
こ
の

新
学
習
指
導
要
領
は
、
こ
れ
か
ら
約
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
古
典

は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
古
典
教
育
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
古
典
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

確
認
す
る
。
次
に
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
古
典
指
導
の
指
導
例
な
ど

を
通
し
て
言
語
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
示
す
。
そ
し
て
、
特
に
、
従
来
か
ら
高
等

学
校
の
古
典
教
育
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
取
り
上
げ
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
の

糸
口
を
探
る
。
そ
の
後
、近
年
の
『
伊
勢
物
語
』
二
三
段
（
筒
井
筒
章
段
）
を
扱
っ

た
注
目
す
べ
き
授
業
実
践
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
古
典
の

学
習
指
導
を
切
り
拓
く
た
め
に
鍵
と
な
る
視
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ

こ
で
見
出
さ
れ
た
視
点
に
基
づ
く
『
伊
勢
物
語
』
二
三
段
を
教
材
と
す
る
古
典
授

業
の
新
し
い
授
業
案
を
示
す
。
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
古
典
教
育
の
在
り
方
に
つ

い
て
述
べ
る
。

　
　
　要  

旨

　
平
成
の
終
わ
り
に
告
示
さ
れ
た
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
古
典
（
古
文
）
は
、

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
を
通
じ
て
引
き
続
き
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
言
語

文
化
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
「
古
典
の
世
界
に
親

し
む
こ
と
」
が
古
典
教
育
に
お
け
る
主
な
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

高
等
学
校
で
は
、
小
学
校
・
中
学
校
で
積
み
上
げ
て
き
た
古
典
教
育
の
成
果
が
往
々

に
し
て
受
け
継
が
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
目
的
が
必
ず
し
も
十
分
に
達
成
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
後
、
高
等
学
校
国
語
科
に
お

け
る
古
典
教
育
は
、
内
容
の
読
解
活
動
を
基
盤
に
し
な
が
ら
も
、
古
典
を
過
去
の

ど
こ
か
の
他
人
事
で
は
な
く
、
我
が
身
（
い
ま
・
こ
こ
・
我
が
事
）
と
し
て
捉
え

る
視
点
、
お
よ
び
我
が
国
の
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
継
承
と
い
う
視
点
か
ら
、
生

徒
の
主
体
的
・
対
話
的
な
言
語
活
動
を
重
視
し
た
学
習
指
導
が
い
っ
そ
う
肝
要
と

な
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
学
習
指
導
法
の
例
と
し
て
『
伊
勢
物
語
』
二
三

段
の
授
業
実
践
報
告
を
分
析
す
る
と
と
も
に
新
た
な
授
業
実
践
案
を
示
し
、
こ
れ

か
ら
の
古
典
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
　
学
習
指
導
要
領
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
、
古
典
教
育
、『
伊
勢

物
語
』
二
三
段
、
学
習
指
導
法

論　文
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葉
集
』
新
典
社
新
書
、
二
〇
一
九
年
。

（

）

村
田
右
富
実
「
梅
花
歌
の
序

『
令
和
と
万
葉
集
』
西
日
本
出
版
社
、
二
〇

」

7
一
九
年
。
以
下
村
田
の
論
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

（

）
注
（

）
の

辰
巳
正
明
の
論
。

8

6

（

）

辰
巳
正
明
「
落
梅
の
篇
―
楽
府
「
梅
花
落
」
と
大
宰
府
梅
花
の
宴
―

『
万

」

9
葉
集
と
中
国
文
学

）
笠
間
書
院
、
一
九
八
七
年
。

』

（

）

「

」『

』

、

鈴
木
日
出
男

大
伴
旅
人
の
方
法

古
代
和
歌
史
論

東
京
大
学
出
版
会

10
一
九
九
〇
年
。

（

）
注
（

）
の
大
久
保
廣
行
の
論
。

11

2

（

）

（

）

、

梅
花
の
歌
八
一
五
～
八
六
三
ま
で
の
大
伴
旅
人

作
と
目
さ
れ
る

和
歌
は

12
在
京
の
吉

田

連

宜
と
い
う
人
物
宛
て
に
送
ら
れ
て
お
り
、
宜
の
和
歌
を
も
含

き
ち
だ
の
む
ら
じ
よ
ろ
し

む
八
六
四
～
八
七
〇
を
考
察
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
小
稿
に
は
そ
の
ゆ

と
り
が
な
い
。

（

）
阿
部
好
臣
「
反
対

（

表
現
・
発
想
事
典
」
秋
山
虔
編
『
別
冊
國
文
學

源

」
「

13
氏
物
語
事
典
』
學
燈
社
、
一
九
八
九
年

。
こ
の
文
に
よ
っ
て
、
私
は
初
め
て

）

萩
原
廣
道
の
源
氏
学
の
存
在
を
知
っ
た
。

（

）
ま
た
「
反
対
」
に
関
し
て
は
、
前
記
阿
部
稿
も
引
く
野
口
武
彦
「
注
釈
か
ら

14
批
評
へ

（

源
氏
物
語
を
江
戸

―
萩
原
広
道
『
源
氏
物
語
評
釈
』
を
め
ぐ
っ
て
」
『

か
ら
読
む

）
は

「

反
対
」
と
い
う
語
句
は
、
広
道
が
日
頃
親
し
ん
で
い
た

』

、
「

中
国
白
話
小
説
、
な
か
ん
ず
く
『
永
滸
伝
』
の
批
評
か
ら
得
た
用
語
の
一
つ
で

あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
相
反
す
る
性
格
の
作
中
人
物
を
組
み
合
わ
せ
る
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
の
手
法
を
い
う
」
と
す
る
指
摘
を
し
て
い
た
。

（

）
吉
川
幸
次
郎
「
万
葉
と
古
今

「
注
釈
の
学

「
辞
典
の
学
」
ほ
か
『
古
典

」
、

」
、

15

』（
『

』

に
つ
い
て
―

―

吉
川
幸
次
郎
全
集

第
十
七
巻

あ
る
い
は
明
治
に
つ
い
て

筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
）
所
収
一
連
の
随
筆
は
、
江
戸
の
「
注
釈
」
に
象
徴

さ
れ
る
厚
み
の
あ
る
学
問
（

注
釈
の
学
）
と
急
速
な
欧
化
・
開
化
に
迫
ら
れ

=

て
合
理
的
な
観
点
か
ら
成
さ
れ
た
明
治
の
「
辞
典
」
の
学
問
（

辞
典
の
学
）

=

の
薄
っ
ぺ
ら
さ
を
対
照
的
に
論
じ
て
お
り
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。
こ
の
度
の

「
令
和
」
の
改
元
に
際
し
、
再
読
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
新
た
に
示
唆
を
受

、

。

け
る
こ
と
が
多
く
あ
り

私
に
と
っ
て
と
て
も
有
益
な
書
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る

（
ひ
が
し
は
ら

の
ぶ
あ
き
・
本
学
教
授
）
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